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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年4月9日(2015.4.9)

【公表番号】特表2013-501075(P2013-501075A)
【公表日】平成25年1月10日(2013.1.10)
【年通号数】公開・登録公報2013-002
【出願番号】特願2012-523983(P2012-523983)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ   1/34     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ    1/34     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｋ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年2月18日(2015.2.18)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タンパク質精製中のウイルスフィルターの濾過容量の改良方法であって、精製されるべ
きタンパク質を含む組成物を、同時にまたはいずれかの順序で、陽イオン交換ステップお
よび内毒素除去ステップに付した後、前記ウイルスフィルターに通すことを含み、前記ウ
イルスフィルターがパルボウイルス除去用である、方法。
【請求項２】
　前記ウイルスフィルターの孔サイズが直径１５～１００ｎｍである請求項１記載の方法
。
【請求項３】
　前記ウイルスフィルターの孔サイズが直径１５～３０ｎｍである請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記ウイルスフィルターの孔サイズが２０ｎｍである請求項３記載の方法。
【請求項５】
　前記パルボウイルスの直径が１８～２６ｎｍである請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記タンパク質が抗体または抗体断片である請求項１記載の方法。
【請求項７】
　抗体または抗体断片が組換え抗体または抗体断片である請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記組換え抗体または抗体断片が哺乳動物宿主細胞中で産生される請求項７記載の方法
。
【請求項９】
　前記哺乳動物宿主細胞がチャイニーズハムスター卵巣（ＣＨＯ）細胞である請求項８記
載の方法。
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【請求項１０】
　精製されるべき前記タンパク質を含む前記組成物が先ず陽イオン交換ステップに、その
後、内毒素除去ステップに付された後に、ウイルス濾過される請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　精製されるべき前記タンパク質を含む前記組成物が先ず内毒素除去ステップに、その後
、陽イオン交換ステップに付された後に、ウイルス濾過される請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　精製されるべき前記タンパク質を含む前記組成物が内毒素除去ステップおよび陽イオン
交換ステップに同時に付された後に、ウイルス濾過される請求項１記載の方法。
【請求項１３】
　前記内毒素除去ステップ直後にウイルス濾過される請求項１０記載の方法。
【請求項１４】
　前記陽イオン交換ステップ直後にウイルス濾過される請求項１１記載の方法。
【請求項１５】
　前記同時の内毒素除去および陽イオン交換ステップ直後にウイルス濾過される請求項１
２記載の方法。
【請求項１６】
　ウイルス濾過がｐＨ４～１０で実施される請求項１記載の方法。
【請求項１７】
　前記組成物中のタンパク質濃度が１～４０ｇ／Ｌである請求項１記載の方法。
【請求項１８】
　前記抗体が、ＨＥＲ１（ＥＧＦＲ）、ＨＥＲ２、ＨＥＲ３、ＨＥＲ４、ＶＥＧＦ、ＣＤ
２０、ＣＤ２２、ＣＤ１１ａ、ＣＤ１１ｂ、ＣＤ１１ｃ、ＣＤ１８、ＩＣＡＭ、ＶＬＡ－
４、ＶＣＡＭ、ＩＬ－１７Ａおよび／またはＦ、ＩｇＥ、ＤＲ５、ＣＤ４０、Ａｐｏ２Ｌ
／ＴＲＡＩＬ、ＥＧＦＬ７、ＮＲＰ１、有糸分裂活性化プロテインキナーゼ（ＭＡＰＫ）
およびＤ因子からなる群から選択される１つ以上の抗原に対するものである請求項６記載
の方法。
【請求項１９】
　前記抗体が、抗エストロゲン受容体抗体、抗プロゲステロン受容体抗体、抗ｐ５３抗体
、抗カテプシンＤ抗体、抗Ｂｃｌ－２抗体、抗Ｅ－カドヘリン抗体、抗ＣＡ１２５抗体、
抗ＣＡ１５－３抗体、抗ＣＡ１９－９抗体、抗ｃ－ｅｒｂＢ－２抗体、抗Ｐ－糖タンパク
質抗体、抗ＣＥＡ抗体、抗網膜芽細胞腫タンパク質抗体、抗ｒａｓ腫瘍性タンパク質抗体
、抗ルイスＸ抗体、抗Ｋｉ－６７抗体、抗ＰＣＮＡ抗体、抗ＣＤ３抗体、抗ＣＤ４抗体、
抗ＣＤ５抗体、抗ＣＤ７抗体、抗ＣＤ８抗体、抗ＣＤ９／ｐ２４抗体、抗ＣＤ１０抗体、
抗ＣＤ１１ｃ抗体、抗ＣＤ１３抗体、抗ＣＤ１４抗体、抗ＣＤ１５抗体、抗ＣＤ１９抗体
、抗ＣＤ２３抗体、抗ＣＤ３０抗体、抗ＣＤ３１抗体、抗ＣＤ３３抗体、抗ＣＤ３４抗体
、抗ＣＤ３５抗体、抗ＣＤ３８抗体、抗ＣＤ４１抗体、抗ＬＣＡ／ＣＤ４５抗体、抗ＣＤ
４５ＲＯ抗体、抗ＣＤ４５ＲＡ抗体、抗ＣＤ３９抗体、抗ＣＤ１００抗体、抗ＣＤ９５／
Ｆａｓ抗体、抗ＣＤ９９抗体、抗ＣＤ１０６抗体、抗ユビキチン抗体、抗ＣＤ７１抗体、
抗ｃ－ｍｙｃ抗体、抗サイトケラチン抗体、抗ビメンチン抗体、抗ＨＰＶタンパク質抗体
、抗カッパ軽鎖抗体、抗ラムダ軽鎖抗体、抗メラノソーム抗体、抗前立腺特異的抗原抗体
、抗Ｓ－１００抗体、抗タウ抗原抗体、抗フィブリン抗体、抗ケラチン抗体および抗Ｔｎ
－抗原抗体からなる群から選択される請求項６記載の方法。
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